
(57)【要約】

【課題】充電対象装置の小型化、効率の高い充電、及び

、充電中における充電対象装置の発熱の抑制が可能な技

術を提供すること。

【解決手段】他の電源及び二次電池を備える充電対象装

置に接続して使用され、電源から入力された電力に基づ

いて、充電対象装置に対して、二次電池を充電するため

の電力を出力する充電装置。出力する電圧及び電流を制

御する第１の制御回路２２と、入力される電流及び電圧

の少なくとも一方に基づいて、二次電池２３に対して入

力される電流及び電圧を制御する第２の制御回路５１を

、充電対象装置が備えているか否かを判別する判別回路

１２とを備える。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
他 の 電 源 及 び 二 次 電 池 を 備 え る 充 電 対 象 装 置 に 接 続 し て 使 用 さ れ 、 前 記 電 源 か ら 入 力 さ れ
た 電 力 に 基 づ い て 、 前 記 充 電 対 象 装 置 に 対 し て 、 前 記 二 次 電 池 を 充 電 す る た め の 電 力 を 出
力 す る 充 電 装 置 に お い て 、
出 力 す る 電 圧 及 び 電 流 を 制 御 す る 第 １ の 制 御 回 路 と 、
入 力 さ れ る 電 流 及 び 電 圧 の 少 な く と も 一 方 に 基 づ い て 、 前 記 二 次 電 池 に 対 し て 入 力 さ れ る
電 流 及 び 電 圧 を 制 御 す る 第 ２ の 制 御 回 路 を 、 前 記 充 電 対 象 装 置 が 備 え て い る か 否 か を 判 別
す る 判 別 回 路 と
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 充 電 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 充 電 装 置 に お い て 、 前 記 充 電 対 象 装 置 が 前 記 第 ２ の 制 御 回 路 を 備 え て い
な い と 前 記 判 別 回 路 に よ り 判 別 し た 場 合 、 前 記 充 電 対 象 装 置 に 対 し て 定 電 流 充 電 を 行 う こ
と を 特 徴 と す る 充 電 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 充 電 装 置 に お い て 、
更 に 、 前 記 二 次 電 池 の 電 池 電 圧 を 測 定 す る 手 段 を 備 え 、
前 記 充 電 対 象 装 置 が 前 記 第 ２ の 制 御 回 路 を 備 え て い る と 前 記 判 別 回 路 に よ り 判 別 し た 場 合
、 前 記 充 電 対 象 装 置 に 対 し て 、 前 記 電 池 電 圧 に 応 じ た 電 圧 で 充 電 を 行 う こ と を 特 徴 と す る
充 電 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 ３ に 記 載 の 充 電 装 置 に お い て 、 前 記 充 電 は 、 前 記 充 電 装 置 の 出 力 電 流 及 び 充 電 時 間
か ら 描 か れ る グ ラ フ が 、 予 め 定 め ら れ た 曲 線 を 描 く よ う に 制 御 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 充
電 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 充 電 装 置 に お い て 、 前 記 電 源 は 交 流 電 源 で あ っ て 、 交 流 電 源 か ら 直 流 電
圧 を 発 生 す る 直 流 電 源 装 置 を 更 に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 充 電 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 充 電 装 置 に お い て 、 前 記 判 別 回 路 は 、 充 電 対 象 装 置 が 出 力 す る 放 電 電 流
に 応 じ て 、 該 充 電 対 象 装 置 が 充 電 制 御 回 路 を 備 え る か 否 か を 判 別 す る こ と を 特 徴 と す る 充
電 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 充 電 装 置 に よ り 充 電 さ れ る 二 次 電 池 を 備 え 、 前 記 第 ２ の 制 御 回 路 を 備 え
な い こ と を 特 徴 と す る 充 電 対 象 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 充 電 装 置 に よ り 充 電 さ れ る 二 次 電 池 を 備 え 、 前 記 第 ２ の 制 御 回 路 を 備 え
な い こ と を 特 徴 と す る 携 帯 電 話 端 末 。
【 請 求 項 ９ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 充 電 装 置 及 び 請 求 項 ７ に 記 載 の 充 電 対 象 装 置 を 備 え る 充 電 シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 二 次 電 池 の 充 電 機 構 に 関 す る 。 特 に 、 携 帯 電 話 端 末 の よ う な 小 型 の 機 器 を 駆 動 す
る 二 次 電 池 を 充 電 す る 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
携 帯 電 話 端 末 に 代 表 さ れ る よ う な 多 く の 小 型 の 電 子 機 器 に お い て 二 次 電 池 が 用 い ら れ て い
る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
図 ５ を 参 照 し て 従 来 の 充 電 シ ス テ ム ５ に つ い て 説 明 す る 。 充 電 シ ス テ ム ５ は Ａ Ｃ ア ダ プ タ
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１ １ と 充 電 対 象 装 置 ３ ０ か ら な る 。 Ａ Ｃ ア ダ プ タ １ １ は 交 流 電 源 に 接 続 さ れ て 、 充 電 対 象
装 置 ３ ０ に 直 流 電 流 ／ 直 流 電 圧 を 供 給 す る 装 置 で あ る 。 充 電 対 象 装 置 ３ ０ は 携 帯 電 話 端 末
等 の 二 次 電 池 で 駆 動 さ れ る 電 子 機 器 で あ り 、 充 電 制 御 回 路 部 ５ １ と 電 池 パ ッ ク ２ １ を 備 え
、 電 池 パ ッ ク ２ １ は 電 池 保 護 回 路 部 ２ ２ 及 び 電 池 ２ ３ か ら な る 。 充 電 制 御 回 路 部 ５ １ は Ａ
Ｃ ア ダ プ タ １ １ か ら 供 給 さ れ た 直 流 電 流 電 圧 を 制 御 し て 、 電 池 パ ッ ク ２ １ を 充 電 す る 。 電
池 保 護 回 路 ２ ２ は 電 池 ２ ３ の 充 電 状 態 を 監 視 し て 過 充 電 及 び 過 放 電 に よ る 電 池 ２ ３ の 損 傷
を 防 ぐ 。 電 池 ２ ３ は リ チ ウ ム イ オ ン 電 池 等 の 二 次 電 池 で あ る 。 充 電 シ ス テ ム ５ に つ い て 更
に 詳 し く は 図 ６ に 記 載 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
ま た 、 充 電 シ ス テ ム ５ で は 、 図 ７ （ ａ ） に 見 る よ う に 、 Ａ Ｃ ア ダ プ タ １ １ は 、 電 池 ２ ３ の
電 池 電 圧 に 関 係 な く 一 定 の 電 圧 を 供 給 し て い る 。 こ れ に よ り 、 充 電 中 の 充 電 制 御 回 路 部 ５
１ に は 過 剰 な 電 圧 が 供 給 さ れ て い る こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
尚 、 本 願 発 明 に 類 似 の 技 術 が 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ て い る 。 特 許 文 献 １ に は 、 Ａ Ｃ ア ダ プ
タ と 充 電 回 路 を 一 体 化 し た ア ダ プ タ を 用 い る こ と に よ り 、 Ａ Ｃ ア ダ プ タ を 電 源 と し て 装 置
を 駆 動 し つ つ 、 装 置 内 の 電 池 パ ッ ク を 充 電 す る 技 術 が 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ５ － ３ ８ ０ ５ ８ 号 公 報 （ 図 １ 、 第 ０ ０ １ ８ ～ ０ ０ ２ ８ 段 落 ）
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
充 電 シ ス テ ム ５ で は 、 充 電 対 象 装 置 ３ ０ に 充 電 制 御 回 路 部 ５ １ が 組 み 込 ま れ て い る た め 、
充 電 対 象 装 置 ３ ０ を 小 型 化 す る 上 で 障 害 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 、 充 電 シ ス テ ム ５ で は 、 充 電 中 の 充 電 制 御 回 路 部 ５ １ に 対 し て 過 剰 な 電 圧 が 供 給 さ れ
て い る た め 、 充 電 対 象 装 置 ３ ０ の 発 熱 の 原 因 と な っ て い る 。 同 時 に 、 無 駄 な 電 力 消 費 が 生
じ て い る こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
更 に 、 特 許 文 献 １ に は 、 装 置 の 小 型 化 、 充 電 中 の 発 熱 の 抑 制 、 充 電 中 の 消 費 電 力 の 削 減 と
い っ た 観 点 が 提 示 さ れ て い な い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 は こ の よ う な 状 況 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 本 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 は
、 充 電 対 象 装 置 の 小 型 化 、 効 率 の 高 い 充 電 、 及 び 、 充 電 中 に お け る 充 電 対 象 装 置 の 発 熱 の
抑 制 が 可 能 な 技 術 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 が 提 供 す る 充 電 シ ス テ ム に よ れ ば 、 従 来 、 充 電 対 象 装 置 に 組 み 込 ま れ て い た 充 電 制
御 回 路 を Ａ Ｃ ア ダ プ タ 側 に 組 み 込 む こ と に よ り 、 Ａ Ｃ ア ダ プ タ の 出 力 電 圧 ／ 電 流 制 御 回 路
と 、 充 電 制 御 回 路 と を 一 体 化 し た 構 成 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
更 に 、 充 電 中 の 二 次 電 池 の 電 池 電 圧 に 基 づ い て Ａ Ｃ ア ダ プ タ か ら 出 力 す る 電 圧 を 制 御 す る
。
【 ０ ０ １ ３ 】
即 ち 、 本 発 明 は 、 他 の 電 源 及 び 二 次 電 池 を 備 え る 充 電 対 象 装 置 に 接 続 し て 使 用 さ れ 、 電 源
か ら 入 力 さ れ た 電 力 に 基 づ い て 、 充 電 対 象 装 置 に 対 し て 、 二 次 電 池 を 充 電 す る た め の 電 力
を 出 力 す る 充 電 装 置 に お い て 、 出 力 す る 電 圧 及 び 電 流 を 制 御 す る 第 １ の 制 御 回 路 と 、 入 力
さ れ る 電 流 及 び 電 圧 の 少 な く と も 一 方 に 基 づ い て 、 二 次 電 池 に 対 し て 入 力 さ れ る 電 流 及 び
電 圧 を 制 御 す る 第 ２ の 制 御 回 路 を 、 充 電 対 象 装 置 が 備 え て い る か 否 か を 判 別 す る 判 別 回 路
と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 充 電 装 置 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
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充 電 対 象 装 置 が 第 ２ の 制 御 回 路 を 備 え て い な い と 判 別 回 路 に よ り 判 別 し た 場 合 、 充 電 対 象
装 置 に 対 し て 定 電 流 充 電 を 行 う 。
【 ０ ０ １ ５ 】
更 に 、 二 次 電 池 の 電 池 電 圧 を 測 定 す る 手 段 を 備 え 、 充 電 対 象 装 置 が 第 ２ の 制 御 回 路 を 備 え
て い る と 判 別 回 路 に よ り 判 別 し た 場 合 、 充 電 対 象 装 置 に 対 し て 、 電 池 電 圧 に 応 じ た 電 圧 で
充 電 を 行 う 。
【 ０ ０ １ ６ 】
充 電 は 、 充 電 装 置 の 出 力 電 流 及 び 充 電 時 間 か ら 描 か れ る グ ラ フ が 、 予 め 定 め ら れ た 曲 線 を
描 く よ う に 制 御 さ れ る こ と と し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
電 源 は 交 流 電 源 で あ っ て 、 交 流 電 源 か ら 直 流 電 圧 を 発 生 す る 直 流 電 源 装 置 を 更 に 備 え る こ
と と し て も よ い
例 え ば 、 判 別 回 路 は 、 充 電 対 象 装 置 が 出 力 す る 放 電 電 流 に 応 じ て 、 該 充 電 対 象 装 置 が 充 電
制 御 回 路 を 備 え る か 否 か を 判 別 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
ま た 、 本 発 明 は 、 上 述 の 充 電 装 置 に よ り 充 電 さ れ る 二 次 電 池 を 備 え 、 第 ２ の 制 御 回 路 を 備
え な い こ と を 特 徴 と す る 充 電 対 象 装 置 を 提 供 す る 。 そ の 代 表 例 と し て 携 帯 電 話 端 末 を 挙 げ
る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
更 に 、 本 発 明 は 、 上 述 の 充 電 装 置 及 び 充 電 対 象 装 置 を 備 え る 充 電 シ ス テ ム を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 で あ る 充 電 シ ス テ ム １ に つ い て 以 下 に 説 明 す る 。 図 １ を 参 照 す る と
、 充 電 シ ス テ ム １ は 、 充 電 装 置 １ ０ 及 び 充 電 対 象 装 置 ２ ０ か ら な る 。 充 電 装 置 １ ０ は Ａ Ｃ
ア ダ プ タ １ １ 及 び 充 電 制 御 回 路 部 １ ２ か ら な る 。 Ａ Ｃ ア ダ プ タ １ １ は 交 流 電 源 に 接 続 さ れ
て 、 充 電 制 御 回 路 部 １ ２ の 制 御 下 で 、 充 電 対 象 装 置 ２ ０ に 直 流 電 流 ／ 直 流 電 圧 を 供 給 す る
。 充 電 対 象 装 置 ２ ０ は 携 帯 電 話 端 末 等 の 二 次 電 池 で 駆 動 さ れ る 電 子 機 器 で あ り 、 電 池 パ ッ
ク ２ １ を 内 蔵 す る 。 電 池 パ ッ ク ２ １ は 電 池 保 護 回 路 部 ２ ２ 及 び 電 池 ２ ３ を 備 え る 。 電 池 保
護 回 路 ２ ２ は 電 池 ２ ３ の 充 電 状 態 を 監 視 し て 過 充 電 及 び 過 放 電 に よ る 電 池 ２ ３ の 損 傷 を 防
ぐ 。 電 池 ２ ３ は リ チ ウ ム イ オ ン 電 池 等 の 二 次 電 池 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
図 ２ 及 び 図 ６ を 比 較 参 照 し て 更 に 説 明 す る と 、 従 来 の 充 電 シ ス テ ム ５ で は 充 電 制 御 回 路 部
５ １ が 充 電 対 象 装 置 ３ ０ に 内 蔵 さ れ て い る の に 対 し て 、 本 発 明 の 充 電 シ ス テ ム １ で は 、 充
電 対 象 装 置 ２ ０ は 充 電 制 御 回 路 ５ １ を 備 え て お ら ず 、 充 電 装 置 １ ０ が 充 電 制 御 回 路 部 １ ２
を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
次 に 充 電 装 置 １ ０ に よ る 二 次 電 池 ２ ３ の 充 電 動 作 に つ い て 、 充 電 制 御 回 路 部 １ ２ の 動 作 を
中 心 に 図 ３ を 参 照 し て 説 明 す る 。 Ａ Ｃ ア ダ プ タ １ １ を 交 流 電 源 に 接 続 （ ス テ ッ プ Ｓ １ ） す
る 一 方 、 充 電 制 御 回 路 部 １ ２ を 充 電 対 象 装 置 ２ ０ に 接 続 （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ） す る と 、 充 電 制
御 回 路 部 １ ２ は 、 充 電 対 象 装 置 ２ ０ か ら の 出 力 さ れ る 放 電 電 流 を 測 定 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ３
） 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
放 電 電 流 が 正 の 場 合 、 充 電 対 象 装 置 ２ ０ は 、 充 電 制 御 回 路 部 ５ １ を 備 え な い 装 置 、 即 ち 充
電 対 象 装 置 ２ ０ の よ う な 装 置 で あ る と 判 定 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ） 。 こ の 場 合 、 充 電 制 御
回 路 部 １ ２ は 定 電 流 充 電 を 行 う （ ス テ ッ プ Ｓ ５ ） 。 充 電 対 象 装 置 ２ ０ は 充 電 制 御 回 路 部 ５
１ を 備 え な い の で 、 充 電 回 路 部 で の 電 圧 ロ ス が 無 く な る 為 、 Ａ Ｃ ア ダ プ タ 電 圧 は 、 図 ４ （
ａ ） の よ う に 、 電 池 電 圧 と ほ ぼ 同 様 の 曲 線 を 描 く 。 ま た 、 充 電 と 同 時 に 、 充 電 制 御 回 路 部
１ ２ は 充 電 電 流 を 測 定 （ ス テ ッ プ Ｓ ７ ） し 、 一 定 電 流 （ 例 え ば ５ ０ ｍ Ａ ） 未 満 に な る と 充
電 を 終 了 し て 待 機 状 態 に 移 行 す る よ う に Ａ Ｃ ア ダ プ タ １ １ を 制 御 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ８ ） 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
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他 方 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ に て 放 電 電 流 が ゼ ロ の 場 合 、 充 電 制 御 回 路 部 ２ １ は 、 充 電 し よ う と し
て い る 装 置 が 、 図 ５ に 示 し た 充 電 対 象 装 置 ５ １ の よ う に 充 電 制 御 回 路 部 ５ １ を 備 え る も の
で あ る と 判 定 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ９ ） 。 こ の 場 合 、 充 電 制 御 回 路 部 １ ２ は 、 予 め 定 め ら れ た
電 圧 ／ 電 流 （ 例 え ば ５ Ｖ ／ ５ ０ ０ ｍ Ａ ） に て 充 電 を 開 始 （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ） す る が 、 一 時
的 に 電 圧 を （ 例 え ば ４ ． ２ Ｖ ま で ） 落 と し た 後 、 Ａ Ｃ ア ダ プ タ 制 御 電 圧 を 漸 増 さ せ る （ ス
テ ッ プ Ｓ １ １ ） 。 充 電 電 流 の 変 化 量 を 監 視 （ ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ） し て 、 変 化 量 が 正 の 場 合 、
ス テ ッ プ Ｓ １ １ を 繰 り 返 す 。 こ の ル ー プ に よ り 、 充 電 電 流 が 図 ４ （ ｂ ） の よ う な 曲 線 を 描
く 。 変 化 量 が ゼ ロ に な っ た ら Ａ Ｃ ア ダ プ タ 制 御 電 圧 の 上 昇 を ス ト ッ プ し 、 そ の 時 点 で の 電
圧 を 維 持 し て 充 電 を 継 続 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ） 。 図 ４ （ ａ ） で 言 え ば 充 電 時 間 ４ ０ 分 以
降 の 状 態 に 相 当 す る 。 こ の 後 、 充 電 電 流 の 測 定 を 継 続 （ ス テ ッ プ Ｓ １ ４ ） し 、 充 電 電 流 が
一 定 電 流 （ 例 え ば ５ ０ ｍ Ａ ） 未 満 に な る と 充 電 を 終 了 し て 待 機 状 態 に 移 行 す る よ う に Ａ Ｃ
ア ダ プ タ １ １ を 制 御 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ５ ） 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
こ の よ う な 充 電 動 作 に よ り 、 充 電 対 象 装 置 ２ ０ 及 び ３ ０ の ど ち ら に 対 し て も 、 図 ４ （ ａ ）
の 曲 線 を 描 く よ う に Ａ Ｃ ア ダ プ タ 電 圧 を 供 給 す る こ と が で き る 。 よ っ て 、 図 ４ （ ｃ ） と 図
７ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 充 電 装 置 １ ０ に よ る 充 電 は 、 Ａ Ｃ ア ダ プ タ 出 力 電 力 と 充 電 回 路 消
費 電 力 の 両 方 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
特 に 、 充 電 対 象 装 置 ２ ０ は 充 電 制 御 回 路 ５ １ を 備 え て い な い の で 、 そ の 分 装 置 の 小 型 化 が
容 易 で あ る 。 ま た 、 充 電 制 御 回 路 ５ １ に よ る 発 熱 を 考 慮 す る 必 要 が な い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
以 上 、 本 発 明 を 実 施 の 形 態 に 基 づ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な
く 、 当 業 者 の 通 常 の 知 識 の 範 囲 内 で そ の 変 更 や 改 良 が 可 能 で あ る こ と は 勿 論 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
例 え ば 、 上 述 の 説 明 は 特 に 携 帯 電 話 端 末 の 充 電 機 器 を 念 頭 に お い て 行 っ た が 、 本 発 明 は こ
れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 他 の タ イ プ の 充 電 機 器 に も 適 用 可 能 で あ る こ と は 、 当 業 者
で あ れ ば 明 ら か で あ ろ う 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
ま た 、 上 述 の 説 明 で は Ａ Ｃ ア ダ プ タ を 電 源 と す る 形 態 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は こ れ
に 制 限 さ れ る も の で は な く 、 Ａ Ｃ ア ダ プ タ 以 外 を 電 源 と す る 場 合 で あ っ て も 適 用 可 能 で あ
る こ と も 、 当 業 者 で あ れ ば 明 ら か で あ ろ う 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ れ ば 充 電 対 象 装 置 の 小 型 化 が 容 易 に な る 。 Ａ Ｃ ア ダ プ タ 側 で も 、 図 ６ の １ １ に
示 す 従 来 行 っ て い る 出 力 電 圧 ／ 電 流 の コ ン ト ロ ー ル 回 路 と 、 本 発 明 で 取 り 込 む 充 電 制 御 回
路 と を 共 通 化 す る こ と に よ り 、 従 来 と 同 等 の 回 路 構 成 ・ 規 模 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
ま た 、 本 発 明 に よ れ ば 、 充 電 回 路 を Ａ Ｃ ア ダ プ タ 側 に 移 動 し て い る 。 こ の た め 、 充 電 制 御
回 路 の 電 力 ロ ス に 起 因 す る 機 器 本 体 の 発 熱 を 回 避 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
ま た 、 充 電 す る 電 池 の 電 池 電 圧 に 合 わ せ て ア ダ プ タ 電 圧 も コ ン ト ロ ー ル す る た め 、 シ ス テ
ム 全 体 の 電 力 ロ ス も 抑 え る こ と が 可 能 で あ り 、 そ の 結 果 、 シ ス テ ム 全 体 の 消 費 電 力 を 削 減
す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 で あ る 充 電 シ ス テ ム １ の 機 能 ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 充 電 シ ス テ ム １ の 回 路 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 充 電 装 置 １ ０ に よ る 充 電 動 作 を 説 明 す る た め の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ４ 】 充 電 装 置 １ ０ に よ る 充 電 の 経 過 を 説 明 す る た め の グ ラ フ で あ る 。
【 図 ５ 】 従 来 の 充 電 シ ス テ ム ５ の 機 能 ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 充 電 シ ス テ ム ５ の 回 路 図 で あ る 。
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【 図 ７ 】 充 電 シ ス テ ム ５ に よ る 充 電 の 経 過 を 説 明 す る た め の グ ラ フ で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 、 ５ 　 充 電 シ ス テ ム
１ ０ 　 充 電 装 置
１ １ 　 Ａ Ｃ ア ダ プ タ
１ ２ 、 １ ２ ’ 　 充 電 制 御 回 路 部
２ ０ 　 充 電 対 象 装 置
２ １ 　 電 池 パ ッ ク
２ ２ 　 電 池 保 護 回 路 部
２ ３ 　 電 池 10

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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